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2023 年 6 月 27 日 

 

東京都港区港南一丁目 2 番 70 号 

テクマトリックス株式会社 

代表取締役 由利 孝 

 

東京都港区港南一丁目 2 番 70 号 

アレクシアフィンテック株式会社 

代表取締役 山崎 裕 

 

吸収分割に関する事前開示事項（変更） 

 

テクマトリックス株式会社（以下「テクマトリックス」という。）及びアレクシアフィン

テック株式会社（以下「アレクシアフィンテック」という。）は、2023 年 5 月 25 日付で、

テクマトリックスを吸収分割会社、アレクシアフィンテックを吸収分割承継会社とする吸

収分割契約を締結し、当該契約に基づきテクマトリックスが営むビジネスソリューション

事業部の金融システム関連事業をアレクシアフィンテックに承継させる吸収分割（以下「本

吸収分割」という。）を行うことといたしました。 

本吸収分割について、テクマトリックス及びアレクシアフィンテックは、2023 年 5 月 25

日付「吸収分割に関する事前開示事項」（以下「本事前備置書類」という。）を備置してお

りますが、本事前備置書類の内容に変更が生じましたので、会社法第 782 条第 1 項及び会

社法施行規則第 183 条第 7 号に基づき、下記のとおり変更後の事項を記載した書類を本事

前備置書類と一体のものとして追加して開示いたします。なお、下記の項目番号は、本事

前備置書類の項目番号と対応しており、変更箇所は下線で示しております。 

 

記 

 
5. 吸収分割承継会社に関する事項 

(1) 吸収分割承継会社の最終事業年度に係る計算書類等の内容 

アレクシアフィンテックの最終事業年度に係る計算書類等の内容は別紙のとおり

です。 

 

以上 
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別紙 吸収分割承継会社の最終事業年度に係る計算書類等 

 

 

（添付のとおり） 

 



















 

 
 

事  業  報  告 
 

  

第24期 （2022年４月１日から2023年３月31日まで） 
  
１．会社の現況に関する事項 
（1）事業の経過及びその成果 

2022年度の国内経済は、コロナ禍のピークアウトによる内需回復力が、資源高（インフレ）によ

る鈍化圧力を凌ぎ、「不確実性の中で緩やかに回復」する結果となりました。特に、IT業界におい

ては、不確実性への対応として受動的に始まったDX投資が本格化して、大手SIer各社はDX特需に

沸き立った模様です。 

翻って当社の事業は様相を異にしており、主力のApreccia事業が、昨年度のLIBOR（国際的な金

利指標）廃止対応特需の反動減で前年度比5割強の大幅な減収に見舞われた他、SES事業において

も技術者数を維持できず同2割弱の減収となりました。残る2事業の内、Apreccia派生事業では、下

期に初のALM分野での転用を実現して1割強の増収、そしてクラウドソリューション事業は、前年

度同水準という結果になりました。クラウドソリューション事業では旺盛なDX需要を背景として

商談機会には恵まれたものの、人手不足で受注能力の拡大に至りませんでした。 

 

主力製品の事業が特需の翌年ということもあり、相応の需要後退が想定されていたため、残る3

事業で収益を補う考えでしたが、SESとクラウドソリューションの2事業においては、技術者採用

の不調でその役割を果たすことができず、前年度比約1億円の大幅減収に至りました。 

下期は、大幅減収の可能性が高まる中で、営業利益の確保を最優先課題として、営業面において

は短期収益化の可能な案件獲得に注力した他、技術面においては開発工程の省力化を推進して最低

限の黒字は維持した格好です。 

 

以上の結果、当期売上高は、3億57百万円となりました。利益につきましては、営業利益と経常

利益が16百万円、当期純利益は10百万円です。 
 
 
（2）資金調達の状況 

 該当する事項はありません。 
  

（3）設備投資等の状況 
 当事業年度において、経営に重要な影響を与える設備投資はありません。 

  



 

（4）財産及び損益の状況の推移                      （単位：千円） 

区分 
第21期 第22期 第23期 

第24期 
（当事業年度） 

2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 
売 上 高 161,853 445,258 460,053 357.192 
営 業 利 益 771 36,214 54,458 16,206 
経 常 利 益 790 42,311 57,319 15,799 
当 期 純 利 益 6,952 31,240 35,402 10,226 
１株当たりの当期純利益（円） 24,689.43 104,135.66 118,007.40 34,089.88 
総 資 産 418,375 472,084 508,630 460,216 
純 資 産 295,681 326,922 362,324 372,551 
(注１) １株当たり当期純利益は、期中平均株式数に基づき算出しております。 
(注２) 当社は、2019年11月21日開催の臨時株主総会決議に基づき、事業年度の末日を10月末日から３月末日へ

と変更しております。そのため、第21期（2020年3月期）の事業年度は変則事業年度決算（自2019年11月
1日 至2020年３月31日）となっております。 

 
 
（5）他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況 

該当する事項はありません。 
 
（6）対処すべき課題 

① 人手不足への対応 
特に需要の高いDX分野で人手が足りず、受注能力が大幅制限された状況です。この状況は2023

年度以降も継続することが見込まれるため、単純に技術者を増やすことを指向するに留まらず、以

下の施策を以って受注能力拡大を実現したい考えです。 

• 導入に人手を要しない製品・サービスの拡充 

• 自動化等による開発・テスト工程のさらなる省力化 

• 同業者とのパートナーシップ拡大 
• 既存技術者のDX分野への再教育・転用 

 
② 主力製品のカバレッジ拡大 

主力製品Apreccia4は、金融庁所管の金融取引を管理対象とし、エネルギー・商品等、経産省・

農水省が所管する商品取引は対象としていません。国際的には金融取引として認識されるこれら

の取引が、所謂縦割り行政により分断されてきた状況ですが、既に日本取引所グループが商品取

引市場である大阪取引所と東京商品取引所を傘下に収めていることから、分断も解消してゆき拡

大した金融市場として取引が活発化することが見込まれます。 

当社としてもこの流れに乗るべく、エネルギー・商品をApreccia4の取扱い対象とすることで、

これまでの銀行・証券にとどまらず、より広い顧客の需要に応えたい考えです。 
 
（7）主要な事業の内容（2023年３月31日現在） 

 当社の事業内容は以下の通りです。 

１）市場系金融取引統合管理システム『Apreccia4
アプレシア・フォー

』の設計・開発・販売・保守 

２）Apreccia4の設計・実装を応用した受託開発 
３）クラウドサービスのインテグレーション 
４）技術者派遣等システム・エンジニアリング・サービス（SES） 

 
（8）主要な事業所 

本社：東京都港区港南1-2-70 



 

 
（9）従業員の状況 

従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数 

26名 2名増 41歳5か月 6年5か月 
 
（10）重要な親会社の状況（2023年３月31日現在） 

 当社の親会社はテクマトリックス株式会社であり、当社の株式を153株（議決権比率51％）保有
しております。親会社との取引としては、売上として当社製品であるApreccia製品の販売及び同
製品のカスタマイズ開発の請負が主な取引となっております。仕入取引については、主たる取引
はありません。 

  
（11）主要な借入先（2023年３月31日現在） 
  

借   入   先 借 入 残 高 

株式会社りそな銀行 10百万円 
株式会社東日本銀行 10百万円 

 
 

（12）その他重要な会社の状況（2023年３月31日現在） 
該当事項はありません。 

 

２．会社の株式に関する事項（2023年３月31日現在） 
① 発行可能株式総数 600株   
② 発行済株式の総数 300株  
③ 株主数 2名  
④ 大株主 

  

株  主  名 
当社への出資状況 当社大株主への出資状況 

持株数 議決権比率 持株数 出資比率 

テクマトリックス株式会社 153株 51％ - - 

山崎 裕 147株 49％ - - 
  

 
  

⑤ その他株式に関する重要な事項 
 該当する事項はありません。 

  

３．会社の新株予約権等に関する事項 
該当する事項はありません。 
 

４．会社役員に関する事項 
（1）取締役の氏名等（2023年３月31日現在） 
  

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況 

代 表 取 締 役 社 ⾧ 山崎  裕 テクマトリックス株式会社 執行役員 

取 締 役 木原 満博 テクマトリックス株式会社 執行役員 

取 締 役 本田 昌勝 テクマトリックス株式会社 執行役員 

監 査 役 中村 陽子 テクマトリックス株式会社 コーポレート本部 財務経理部部⾧ 

  

 



 

 
 
（2）取締役の報酬等の額 
  

区 分 支給人員 支給額 

取締役    １名      14,400千円 

監査役 ０名         ０円 

合 計 １名      14,400千円 
  

（注）期末現在の人員は、取締役３名、監査役１名であります。上記支給人員との相違は、無報酬の非常勤取締役２名
及び非常勤監査役１名が存在しているためであります。 
 

   
（注）本事業報告中の記載金額は、表示単位未満の端数を切捨て表示しております。 
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